
自然観察サークル 3月ブログ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝戸展望台より耳成山を望む 

 

 

石舞台下の芝生広場集合で 3月定例会をしました。 

展望台からは耳成山を望むことができ、また飛鳥稲渕方面を望むこともできました。 

満開のウメがあちらこちらで咲く早春の明日香村をみんなで楽しむことができました。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    観察中                        展望台より稲渕方面を望む 

    

 

 

 

 

 

 

 

      満開のウメを見ながら移動              

 担当者が説明。 

  オオイヌノフグリ 

  （オオバコ科クワガタソウ属） 

  二年草、越年草ともいう。 

  めしべが二本有る。花は葉腋ご 

とに一個。花弁は深く 4裂する 

が、基部で全部繋がっている。 



観察した植物 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       フキノトウ  

  キク科フキ属の多年草。フキの蕾。雌雄異株。早春の花茎をフキノトウと呼ぶ。 

   

   

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   オオイタビカズラ（クワ科イチジク属） 

    雌雄異株でイチジク状の果実をつける。茎から気根を出して木などを這い上る。葉の 

    葉脈の側脈は 4対あって３０から 40度の三行脈がでている。 

   

                                             シロダモ 

 クスノキ科シロダモ属 

 常緑高木。葉に三行脈 

 葉の表は濃緑色で光沢 

 がある。裏は粉をふい 

 たように白い。 

 雌雄異株。花は秋。 

 実は赤い液果。 

     シロダモ（表）            シロダモ（裏） 



  タブノキ 

   クスノキ科タブノキ属。常緑高木広葉樹。 

   冬芽は枝の先について芽鱗に包まれている。 

   この大きく膨らんだ冬芽の中に花と葉が入っ 

   ている混芽で、芽鱗が多く重なっている。 

 

 

 

 

 タブノキの冬芽 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      ウメ（バラ科サクラ属）落葉高木。      エリカ（ツツジ科エリカ属） 

 明日香村のあちこちの畑や庭先に梅の花が満開で、早春の日差しをいっぱい浴びていまし

た。春だなあと思いながらの散策でした。 

 

 

 

 


